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医療において近年特に注目されている QOL(Quality of Life)にみられる幸福感に
ついて、健康/病といったこれまで医療と深くかかわってきた概念との関係に注目する
ことから考察した。 QOLの概念が医療において普及することで、これまでほとんど関
われることのなかった患者の満足感、あるいは幸福感が重視されるようになった。だが、
医療において幸福の概念は健康/病の概念と「健康=幸福、病=不幸Jといった関係に
あるものとして理解されている。しかし、病にあっても折り合いを付けていくことがで
きるといったように、従来の固定的な枠組みにおける幸福感の理解からは見出すことが
できない、与えられた状況で「なんとかやっていく j としづ知恵の観点から幸福感につ
いて考える可能性を提示した。
3) I幸福」をめぐる「子ども」の諸相(須賀みな子)
妊娠・出産・育児に関わる現代の様々な言説を中心に分析することを通して、「子ど
も」と「幸福」の結びつきを「近代(教育学)の産物jであると一蹴することのできる
現代にあっても、その結び、っきはますます強化されているということが明らかとなった。
しかし、それらの言説において「子ども」と「幸福」とが結び、つけられることが一つの
からくりに見えたとしてもなお、子どもの見せる振る舞いに幸福を感じるのはなぜなの
かということについて、大人が子どもに対して距離をとって感覚するというような、大
人と子どもの間の境界線を強化する「幸福Jではなく、大人と子どもとが関わり合いな
がら繰り広げられる日常生活のなかで、その場を共有するというような、子どもと大人
という境界線を無化し、つなぐものとしての「幸福Jの可能性を明らかにした。
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